
平成２８年度 事務事業評価シート

2

3

Ⅲ

単位
基準値

Ｈ16
実績値

Ｈ25

件 202 136

人 4 1

Action

事業の目的 年度

対象者等
※ハード事業
の場合は、施
設名を記載

事業の内容
根拠法令、条例、
要綱等

指標名 単位
Ｈ26
実績

Ｈ27
実績

Ｈ28
目標

Ｈ29
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

Ｈ26
決算

Ｈ27
決算

Ｈ28
予算

Ｈ29
予算案

Ｈ30
予算案

Ｈ31
予算案

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他
自動車臨時運行許可申請手数料、北
海道交通安全指導員連絡協議会交通
安全被服等整備事業助成金、交通傷
害保険事務取扱委託料

640 594 659 631 631 631

一般
財源

357 147 341 362 293 293

23311001 997 741 1,000 993 924 924

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

4,300 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300

23311002 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他
交通傷害保険料収
入

927 875 864 864 864 864

一般
財源

23311003 927 875 864 864 864 864

章 自然とともに暮らすまち

節 安全に安心して暮らせるまちづくり

施策 交通安全の推進

実績値
Ｈ24

実績値
Ｈ26

実績値
Ｈ27

目標 交通安全意識の高揚と交通安全施設の整備を進め、交通事故を防止する。

指標名
中間値

Ｈ21
実績値

Ｈ22
実績値

Ｈ23

施策
コード

施策の基本的な方向 主要な施策 具体的な内容

1-② ２　交通安全施設の整備 ①　交通安全施設の増設
・ 歩行者が安全に安心して利用できるよう、歩道の整備計画を立て整備を行うとともに、信号機、歩道、カーブミラー、照明灯、ロードマークなどについて、年次計画を立て交通安全施設の設置に努めます。
・ 町内会や地域住民からの信号機等の交通安全施設の整備要望に対する現状把握に努めて情報の共有を図ります。また、その情報を基に関係機関と連携を図り、継続的に要望等を行います。

各年度の決算額、当該年度の予算額、今後の予算案　【　単位　：　千円　】
第２期基本計画第３次実施計画期間
（Ｈ24～Ｈ27）及び平成28年度におけ
る事業内容の変更・改善等の状況

ＮＯ 施策
事業名
【事務事業
コード】

部名及びグ
ループ名

開始
年度

終了
年度

名称

1 1-①

交通安全推
進事業

市民
生活
部

市民
サー
ビス
Ｇ

－ －

評価

評価の判断理由、特記事項
など
（妥当性、有効性、効率性、成
果）

今後の事業の方
向性
【Ｈ29以降】

事業
区分

会計
種別

大型
事業
推進
プラ
ン掲
載事
業

Plan  ・  Do Check

事業概要 事業の成果、目標

市内の交通死亡事
故件数

件 0 1

ソフト
一般
会計

　交通安全運動等
を実施して市民の
交通安全意識を高
め、悲惨な交通事
故を減少させるこ
とを目的とする。

Ｈ26

市民、事業
者（登別市
交通安全条
例）

Ｈ28

上記のとお
り

上記の事業内容を継続し、平成２８年度では、
下記の事業を実施する。

○交通安全対策会議の設置
○第10次登別市交通安全計画の策定

上記のとおり

Ｈ27

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ27

上記のとおり

市内の交通事故件
数

件

維持

 交通事故防止は、交通環境
の整備や警察の取り締まりに
よるものだけではなく、市民
一人ひとりが交通ルールを遵
守し、交通マナーを向上させ
ることが重要である。
　これまで同様交通安全啓発
や各種街頭啓発を行い、市内
の交通事故件数を減少させる
ため、今後も継続的な啓発活
動が重要である。

　登別市交通安全
計画に基づき、今
後も市民の交通安
全意識を高め、交
通事故が減少する
よう各種啓発活動
等を実施してい
く。

0 0 0 0

Ｈ26
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

交通安全協会等の関係機関とも連携を図り、交通安全教育
や全市的な交通安全運動を推進した。
【具体的な事業内容】
新入学児童に対する交通安全啓発運動、ジャンボ検問街頭
啓発運動、高齢者交通安全啓発運動、人と旗の波街頭啓発
運動、パトライト夜間街頭啓発運動、二輪車交通安全啓発
運動、交通安全標語の募集・表彰、こぐまクラブ交通安全
啓発運動、歳末交通安全啓発運動、交通安全歳末特別警戒
運動、シートベルト調査、カーブミラーの設置等

交通安全対策基本
法、北海道交通安
全基本条例、登別
市交通安全条例

Ｈ28

上記のとおり

合　計

2 1-①

交通安全協
会交付金

市民
生活
部

市民
サー
ビス
Ｇ

110 120 110 110 110 110

Ｈ26

登別市交通
安全協会

指導教育活動や広報活動などの活動を行う交通
安全協会を支援した。
【協会の主な事業】
交通安全市民運動の推進、交通安全教育広報活
動の推進、主要通学路等における交通安全指導
員の立哨指導、高齢者に対する交通安全思想の
普及

交通安全対策基本
法、北海道交通安
全基本条例、登別
市交通安全条例

市内の交通死亡事
故件数

件

－ － ソフト
一般
会計

　交通安全の啓発
活動等を行う交通
安全協会の活動を
支援することによ
り、市民の交通安
全意識の高揚と交
通事故の防止を図
ることを目的とす
る。

Ｈ27

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ27

上記のとおり

Ｈ26
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

 交通事故防止は、市民一人
ひとりが交通ルールを遵守
し、交通マナーを向上させる
ことが重要であり、市と一体
となって実践してきた交通安
全啓発や各種街頭啓発が市民
に浸透し、交通事故発生件数
や交通事故死傷者数が増加し
ないよう継続して支援するこ
とが必要である。

 安全意識を高め、
交通事故が減少す
るよう各種啓発活
動等を実施すると
ともに、交通安全
協会の活動を支援
していく。

Ｈ28

上記のとおり

0 1 0 0 0 0

合　計

3 1-①

市民交通傷
害保険事業

市民
生活
部

市民
サー
ビス
Ｇ

Ｓ43 － ソフト
一般
会計

110 110

Ｈ28

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり
市内の交通事故件
数

件 110 120 110 110

市民交通傷害保険
給付件数（年度
ベース）

件 3 6 0 0

　交通事故により
傷害を受けた市民
を経済的に救済す
るために、安い保
険料の保険制度を
提供することによ
り、安全に安心し
て暮らせるまちづ
くりを推進するこ
とを目的とする。

Ｈ26

市民 市民交通傷害保険について、広報のぼりべつ（３月号）に
加入啓発チラシ（Ａ４版両面刷り）の折り込み、市民サー
ビスだより（町内会回覧）、市ＨＰ、高齢者交通安全研修
会等でＰＲを行うとともに、３月１日から本庁、各支所
（若草分室含む）窓口で加入受付を行った。
【保険の内容】
・保険期間：１年間（４月１日～翌年３月31日）
・保 険 料：１口480円（一人２口まで）
・補償内容：１口あたり５千円～12万円まで

交通安全対策基本
法、登別市交通安
全条例、登別市市
民交通傷害保障条
例

Ｈ27

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ28

上記のとお
り

上記のとおり実施中
なお、保険料については平成28年度は、１口360
円に変更となった。（保険期間や補償内容は変
更なし）

上記のとおり
市民交通傷害保険
加入口数（年度
ベース）

口 1,974 1,853

今後も広報紙、町
内会回覧、各種交
通安全研修会等で
積極的な保険制度
の周知を行い、加
入者の増加を図っ
ていく。

0 0

Ｈ26
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

交通事故に遭遇した市民の経
済的な救済を目的としなが
ら、交通安全啓発活動の一環
であることから、事業を継続
する必要がある。

Ｈ27

上記のとおり

2,400 2,400

Ｈ28

上記のとおり

合　計

2,400 2,400

指標① 交通事故件数

1-① １　交通安全意識の高揚 ①　交通安全に関する意識啓発の強化 ・ 登別市交通安全計画に基づく各種啓発活動のほか、幼稚園児や小学校低学年生を対象とした交通安全青空教室、高齢者を対象とした交通安全教室、各老人クラブでの交通安全講習会など子どもや高齢者に重点をおいた交通安全に関する意識啓発に努めます。

193 182 143 115 110 120

指標② 交通事故死亡者数 4 1 1 3 0 1



Action

事業の目的 年度

対象者等
※ハード事業
の場合は、施
設名を記載

事業の内容
根拠法令、条例、
要綱等

指標名 単位
Ｈ26
実績

Ｈ27
実績

Ｈ28
目標

Ｈ29
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

Ｈ26
決算

Ｈ27
決算

Ｈ28
予算

Ｈ29
予算案

Ｈ30
予算案

Ｈ31
予算案

各年度の決算額、当該年度の予算額、今後の予算案　【　単位　：　千円　】
第２期基本計画第３次実施計画期間
（Ｈ24～Ｈ27）及び平成28年度におけ
る事業内容の変更・改善等の状況

ＮＯ 施策
事業名
【事務事業
コード】

部名及びグ
ループ名

開始
年度

終了
年度

名称
評価

評価の判断理由、特記事項
など
（妥当性、有効性、効率性、成
果）

今後の事業の方
向性
【Ｈ29以降】

事業
区分

会計
種別

大型
事業
推進
プラ
ン掲
載事
業

Plan  ・  Do Check

事業概要 事業の成果、目標

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

114 148 221 365 365 365

23321001 114 148 221 365 365 365

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

0 287 350 367 367 367

23321002 0 287 350 367 367 367

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

1,415 1,415 1,500 1,500 1,500 1,500

23321004 1,415 1,415 1,500 1,500 1,500 1,500

交通安全対策基本
法、北海道交通安
全基本条例、登別
市交通安全条例

市内の交通事故件
数

件 110

－ ハード
一般
会計

　見通しの悪い
カーブや交差点で
の交通事故防止を
図ることを目的と
する。

Ｈ26

Ｈ27

上記のとお
り

上記のとおり
【設置数】２箇所（美園町）

上記のとおり

Ｈ27

上記のとおり

-

工事を伴わないミラーの設置
は交通安全推進事業
（23311001）で対応してきた
ところであるが、平成26年度
から本事業で実施している。

維持

　全国、全道で発生した交通
事故がテレビや新聞等で報道
されることで、交通事故がよ
り身近なものとして捉えら
れ、市民の交通安全への関心
や無事故への意識が高まって
おり、町内会等からもカーブ
ミラーの設置要望が多いこと
から事業を継続することが必
要である。

 今後も町内会要望
により、見通しの
悪いカーブや交差
点での交通事故を
図ることを目的に
カーブミラーを設
置していく。

上記のとおり

120 110 110 110 110

Ｈ26
以前

市民等 町内会の要望により、見通しの悪いカーブや交
差点での交通事故防止を図るため、カーブミ
ラーを設置した。
【設置数】２箇所（鷲別町、登別東町）

Ｈ28

合　計

- - - - - -

5 2-①

照明灯設置
事業

都市
整備
部

土
木・
公園
Ｇ

－

-

Ｈ28

上記のとお
り

上記のとおり実施予定 上記のとおり

4 2-①

カーブミ
ラー設置事
業 市民

生活
部

市民
サー
ビス
Ｇ

Ｓ60

交通安全対策基本
法、北海道交通安
全基本条例、登別
市交通安全条例

照明灯設置数 基 0

－ ハード
一般
会計

Ｈ27

上記のとお
り

上記のとおり
【照明灯設置数】１基

上記のとおり

Ｈ27

上記のとおり

-

町内会からの要望等をもと
に、設置の判断を行うことと
しており、事業実施中に不断
の事務改善を検討・実施して
おりますが、事業内容に変更
はありません。

維持
市道の管理者である市が主体
的に行う事業である。

今後も町内会から
の要望等をもと
に、設置の検討を
行い、事業を実施
していく。

上記のとおり

1 1 1 1 1

Ｈ26
以前

Ｈ28

ロードマー
ク設置事業

都市
整備
部

土
木・
公園
Ｇ

－

-

Ｈ28

上記のとお
り

上記のとおり
【照明灯設置数】１基

上記のとおり

　歩行者及び通行
車両の安全の確保
することを目的と
する。

Ｈ26

市道 　市道のうち、交通量の多い交差点や急カーブ
等に照明灯を設置する。
【照明灯設置数】なし

Ｈ27

上記のとお
り

上記のとおり
【事業実績】
・中央線Ｌ＝1,335ｍ
・外側線Ｌ＝3,860ｍ
・ドット線Ｌ＝243ｍ

上記のとおり

-

市道

-

合　計

- - - - - -

Ｈ27

上記のとおり

道路の現状を的確に把握し、
緊急性の高い箇所から予算の
範囲内で計画的に事業を実施
することとしており、事業実
施中に不断の事務改善を検
討・実施しておりますが、事
業内容に変更はありません。

維持
市道の管理者である市が主体
的に行う事業である。

　毎年度、区画線
の状況を調査し、
優先度の高い箇所
から予算の範囲内
で事業を実施して
いく。

上記のとおり

- - - - -

Ｈ26
以前

-

Ｈ28

上記のとお
り

上記のとおり
【事業実績】
・中央線Ｌ＝1,298ｍ
・外側線Ｌ＝3,840ｍ
・ドット線Ｌ＝223ｍ

上記のとおり

Ｈ28

合　計

- - - - -

通行車両の安全を確保するため、摩擦や除雪等
で消耗している車道センターライン及びドット
線等の区画線塗布を行った。
【事業実績】
・中央線Ｌ＝3,335ｍ
・外側線Ｌ＝3,579ｍ
・ドット線Ｌ＝207ｍ

交通安全対策基本
法、北海道交通安
全基本条例、登別
市交通安全条例

- - -

－ ハード
一般
会計

　ロードマーク管
理を適切に行うこ
とにより、通行車
両の安全確保を図
ることを目的とす
る。

Ｈ26

6 2-①


